
コンビニエンスストア事業

セブン-イレブン

環境負荷の
適切な把握

従業員への
意識啓発

環境に
配慮した
商品の提供

生物多様性
への対応

エネルギー
効率の向上と
再生可能
エネルギーの
導入

廃棄物の削減
と循環型社会
の構築

●省エネ型設備・機器の導入

●LED照明・太陽光発電パネルの導入

●物流の効率化
（車載端末設置、ＣＮＧ車・ハイブリッド 
車の導入推進）

P27

○地産地消商品の開発・販売
P50

○オリジナルエコバッグの販売

●レジ袋使用量の削減（お客様への
声かけ、レジ袋の薄肉化、サイズ見
直し）

●食品リサイクルの推進

●容器包装材の使用量削減（お弁当包
装のラップからシールへの変更、オリ
ジナル飲料のラベル幅の縮小、オリ
ジナルペットボトルチルド飲料のフタ
の廃止等）

P28

P28

P27

P29

P59

●加盟店との環境情報の共有
P29

原生熱帯林保全プログラムの実施 P24

○CO2排出量データ
第三者レビューの実施

P76

6月の環境月間におけるグループ全
体での従業員への意識啓発、清掃活
動などの実施

環境省ライトダウンキャンペーン
への参加

グループマネジメント方針

「環境宣言」に基づいて地球温暖化の防止を
軸とした環境負荷低減策を推進しています

セブン&アイHLDGS.は2008年6月、各事業会社が

これまで取り組んできた環境対策を強化し、地球温暖化

の防止を軸とした包括的な活動に発展させるための方針・

目標をまとめた「環境宣言」「地球温暖化防止に関する基

本方針」を策定しました。今後、この方針に則ってサプライ

チェーン全体を視野に入れた環境負荷低減策を推進して

いきます。

事業会社が各々の事業特性に応じて効果的な取り組みを

進めていくためには、CO2排出量の正確な把握が必要となり

ます。そこで主要事業会社の2008年度のCO2排出量デー

タについて第三者機関によるレビュー※を実施しました。

主要事業会社の主な取り組み一覧

※ レビューとは第三者がデータを確認し、その結果を報告することです。

TOPICS
インドネシアで約58,000ヘクタールの
原生熱帯林保全プログラムを開始しました

セブン&アイHLDGS.は、熱帯林に関する国連の
条約機関である「国際熱帯木材機関（ITTO）」を通じ

た「原生熱帯林保全プログラム」を2009年春に開始

しました。インドネシア政府と連携し、約58,000ヘ

クタールにわたる原生熱帯林を保全していきます。

ITTOは、今回のプログラム実施を受けて当該地

域の森林局と連携し、「森林保全部局の体制強化」

や「森林保全活動を行う住民リーダーの養成」、さ

らに「森林保全教育や学校設置等の社会基盤整

備」などの活動を行います。

また今回のプログラムには、地球温暖化の大き

な原因と言われている熱帯林の破壊による大気中

へのCO2放出を防ぐとともに、生物多様性の保全と

いう観点から熱帯林の希少な動植物を保護すると

いう意義もあります。このプログラムの実施によっ

て、セブン&アイHLDGS.の国内主要事業会社の
2008年度1年間のCO2排出量の約54％にあた

る、120万トンのCO2排出抑制効果が見込めます。

重点項目 1

環境負荷の低減
地球温暖化の防止と循環型社会の構築を両輪に、グループ一体となって
環境負荷低減への取り組みを強化しています

株式会社セブン&アイ・ホールディングス24



金融関連事業スーパーストア事業

イトーヨーカドー ヨークベニマル

百貨店事業

そごう・西武

フードサービス事業

セブン&アイ・フードシステムズ セブン銀行

○オリジナルエコバッグ
の販売

●オーガニック商品の販売

P59

●環境に配慮した商品と
ライフスタイルの提案

●オリジナルエコバッグの
開発・販売

P35

─

●レジ袋使用量の削減（配
布基準の徹底、素材の薄
肉化、エコスタンプカー
ドの導入、有料化）　

●食品容器包装の使用削
減（ばら売り、素材の見
直し）

●食品リサイクル・ループ
の構築

●分別の徹底
●食品廃棄物リサイクル付
加金制度の運用

●「通い箱」導入によるダン
ボールの削減

P32

P32

P32

●省エネ型設備の導入

●LED照明・太陽光発電パ
ネルの導入　

●温度帯別・エリア別トラン
スファーセンターの設置
による配送距離・台数の
削減

●エコドライブの推進　

P30

P31

●生物多様性に配慮した農法
を採り入れた商品の販売

○オリジナルエコバッグの
販売

●オーガニック商品・環境に
配慮した農法を取り入れ
た商品の販売

●クールビズ・ウォームビズ
対応商品の販売

P59

●従業員向け小冊子の配布
●ごみ分別教育のための「廃
棄物処理手順書」改訂と
「リサイクル３３３キャン
ペーン」の実施

●レジ袋の有料化

●食品リサイクルの推進

●再生トレイの導入

●冷蔵多段ケースの省エ
ネ策の実施

●LED照明の導入

P30

○省エネルギー設備の
導入

○LED照明の導入

●毎日ライトダウン実施
（ブラックイルミネー
ション）

●店舗の屋上・壁面の緑化
の推進

P34

P34P31

P32

P32

P32

●生ごみ処理機の店舗設置
●コンポスト肥料で栽培し
た農産物の販売

●スマートラッピング（簡易
包装）の推進

●レジ袋辞退カードの設置
●リターナブルコンテナ導
入、ハンガー納品化によ
るダンボールの削減

●eラーニングによる従業
員向けの環境教育

●入店時環境教育の実施
●従業員向け環境リーフ
レットの配布

○食品廃棄物の削減・堆
肥化

●120回の洗濯に耐える
制服の製作・使用

●制服クリーニング水の
循環利用

●本部社員食堂でのマイ
ボトル持参者へのポイン
ト提供

P33

● 省エネ型設備機器の
導入

●物流拠点の見直しによ
る車両走行距離の削減

●混載納品による積載効
率の見直しを通じた車
両台数の削減

●車載端末の管理による
燃費の向上

P33

●会議・研修時の省エネル
ギーの推進教育

●店舗での「省エネチェッ
クリスト」の運用

●ATMの省エネ設計の推進

─

●社員と家族が自然につ
いて学ぶ「ボノロンの森
環境活動」

●環境研修の実施

○セカンドディスプレイ
の活用による販促用の
紙媒体の削減

●ご利用明細票発行の必
要・不要の確認表示

●ATM部品のリサイクル

P46

●建築端材や間伐材を活
用した割り箸を店内で
使用

●：本レポート中に独立した項目で記載　　○：本レポートの本文中で言及　　 ：̶取り組み未実施
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セブン-イレブンが排出するCO2の大半は、

店舗運営に不可欠な照明や空調、設備・機器の

電力使用にともなうものです。お客様ニーズ

の多様化に対応した新規サービスの導入や店

舗数の増加などによって、エネルギー使用量は

増加傾向にあります。

2008年度は、環境配慮型店舗を2店舗開

店するとともに、新店・改装店において省エネ

型の照明・設備を積極的に導入しました。しかし

ながらフライヤー（調理機器・ウォーマー）の導

入店舗がさらに拡大したことや、店舗の大型化

の影響もあり、1店舗当たりの電力使用量は前

年度よりも増加しています。

今後も引き続き、積極的な省エネ投資を進

めるとともに、店舗ごとのエネルギー使用量の

削減に向けて、省エネ対策の周知を強化して

いきます。また店舗の定期メンテナンス制度を

活用して、加盟店様と連携した省エネ対応の仕

組みを構築していきます。

2008年12月、経済産業省が主導し

て、主要コンビニエンスストア・チェーン代

表者と有識者が参加した「社会インフラと

してのコンビニエンスストアのあり方研究

会」が発足、2009年4月に報告書が発表

されました※2。同報告書では、今後コンビ

ニエンスストア業界が社会的責任を果たし

ていくうえでの4つの課題と、それら課題

の解決に取り組むうえでの3つの視点を指

摘しています。

同報告書を受けて、セブン-イレブンが加

盟する（社）日本フランチャイズチェーン協

会では、コンビニエンスストア業界共通の

取り組み目標として「社会インフラとして

のコンビニエンスストア宣言※2」を発表し

ました。同宣言では環境への課題として①

太陽光発電装置の導入、②LED照明の導

入、③電気自動車導入および高速充電スタ

ンド設置、④食品リサイクルの推進があげ

られています。

セブン-イレブンでも、この宣言にある項

目を重要な課題として認識し、加盟店様や

業界各社と連携しながら目標達成へ取り

組んでいく考えです。

4つの課題
1. 環境
2. 安全・安心
3. 地域経済活性化
4. 消費者の利便性向上

3つの視点
1. 本部・加盟店間での持続的な発展のための関係
構築

2. コンビニエンスストア各社の競争と業界として
の協働

3. 行政との役割分担・連携

800,000

700,000

2006 2007 2008 （年度）

900,000
（t-CO2） （t-CO2）

0 0

60

50

70

730,694

64.1
809,830

64.9
67.3

1店舗当たりの
CO2排出量

店舗全体の
CO2排出量

764,626

店舗におけるCO2排出抑制 セブン-イレブン・ジャパン

サービスの多様化や店舗数の拡大にともなう
電力消費の増加を抑制しています

店舗全体のCO2排出量※1と
1店舗当たりのCO2排出量

TOPICS
「社会インフラとしてのコンビニエンスストア宣言」について

※1 店舗全体のCO2排出量はエ
ネルギー使用量が把握可能
な店舗のデータをもとに1
店舗当たりの平均電気使用
量を推計し、その値から店舗
全体のCO2排出量を算出し
ました。

※2 「社会インフラとしてのコン
ビニエンスストアのあり方研
究会」報告書、および「社会イ
ンフラとしてのコンビニエン
スストア宣言」の詳細につい
ては、経済産業省、（社）日本フ
ランチャイズチェーン協会の
Webサイトを参照ください。

経済産業省
http://www.meti.go.jp/

（社）日本フランチャイズ
チェーン協会
http://jfa.jfa-fc.or.jp/index.
html

重点項目 1

環境負荷の
低減 コンビニエンスストア事業

株式会社セブン&アイ・ホールディングス26



既存店のエネルギー効率向上を図るため

に、セブン-イレブンでは、既存店の設備を継続

的に見直しています。また、機関誌や商品展示

会などを通じて、設備・機器のメンテナンスや

清掃方法などの周知に取り組んでいます。これ

らに加えて、新しい省エネ技術を採用した設備

の導入も進めています。

看板類へのLED照明の導入

店舗での電力使用量の約15％を占めるの

が、店内照明や看板類に使用する電力です。こ

れを低減するために、店頭看板やサインポール

の光源としてLEDの採用を進めています。LED

は蛍光灯と比較して消費電力が少なく長寿命

であるという特性があります。2008年12月か

ら新店・改装店で導入を開始、2009年8月末

時点で836店まで導入が進んでいます。

太陽光発電パネルのテストを実施

2008年9月から太陽光発電パネルを設置

して消費電力の一部を太陽光発電でまかなう

テストを実施しています（2009年8月末現在8

店舗）。天候によって効率が変動する太陽光発

電パネルの発電状況をみながら、今後の設置

拡大などについて検討していきます。

セブン-イレブンでは、環境配慮型店舗として

2008年2月に「長野吉田2丁目店」（長野県）

を、同年11月に「上賀茂榊田町店」（京都府）を

オープンしました。

また2009年8月には「多摩豊ヶ丘4丁目店」

（東京都）をオープンしました。同店は内外装

から設備までトータルに最新の省エネ施策を

採用しています。

例えば、フリースタンド型店舗（独立型の店

舗）のメリットを活かして、店内に太陽光（自然

光）を採り入れるトップライト（天窓）を導入しま

した。屋上には太陽光発電パネルを設置して、

自然エネルギーを最大限活用できる設計とし

ています。また店内照明・外灯・ショーケースに

はLED照明を導入。さらに、省エネ型の空調設

備、前面ガラスには断熱ペアガラスを導入する

ことで店内空調負荷の軽減を図っています。

これらの施策によって、同店では従来型の店

舗と比較して年間約2万kWhの電力使用量削

減を目指しています。また採光の改善などによ

る店舗イメージの向上も図り、よりフレッシュ

なセブン-イレブンとしてご利用いただけること

を期待しています。

これら施策の効果を検証したうえで、今後の

新規開店や改装時の設計に採用していくこと

を検討していきます。

省エネ型設備の開発と導入 セブン-イレブン・ジャパン

既存店・新店の双方でエネルギー効率の向上を目指しています

環境配慮型店舗の開発 セブン-イレブン・ジャパン

太陽光を最大限活用した省エネ型店舗をオープンしました

太陽光発電パネルを設置した店舗

トップライト（店内）屋上に設置した
太陽光発電パネル

トップライト部分
（店内照明OFF
の状態）トップライト部分

太陽光発電パネル
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域
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生
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セブン-イレブンを含むコンビニエンススト

ア各社が加盟する（社）日本フランチャイズ

チェーン協会では、レジ袋の削減について「１店

舗当たりの年間の使用重量を2010年度まで

に2000年度比35％削減する」という業界目

標を設定し、お客様への啓発ポスターを掲出す

るなど、各社連携して取り組みを進めています。

2008年度、セブン-イレブンの各店舗では、

啓発ポスターを掲出したほか、精算時のレジ袋

の要不要の確認を徹底。7月から10月までの

3カ月間はレジにもPOPを設置して、お客様へ

一層の協力をお願いしました。

また、レジ袋有料化等推進条例を2008

年に制定した東京都杉並区では、同年6月に

セブン-イレブンとしてレジ袋削減計画書を提

出しました。ほかにも杉並区では、お客様がレ

ジ袋不要の意思を表しやすいよう、2009年

1月から6月まで店舗に専用のレジ袋ご不要

カードを設置。カードには同区のキャラクター

として地元のお客様になじみのある「なみす

け」をデザインに採用しました。

2008年度のセブン-イ

レブン１店舗当たりのレジ袋

使用量※１は953.3kgで、

2000年度比32.9％の

削減となっています。今後

も、2000年度比35％削

減という目標達成に向け

て、取り組みを継続してい

きます。

各店舗では、周辺の催事予定やお客様の来

店状況・ニーズ、商品の販売動向などをもとに

販売量を予測して商品を仕入れるなどの努力

をしていますが、やむなく販売期限切れ商品が

発生しています。 

そこでセブン-イレブンでは、食品廃棄物を

適正に回収・処理する「エコ物流」を1994年か

ら運用しており、この仕組みを利用して、販売

期限切れ商品など店舗で出た食品廃棄物を堆

肥・飼料などにリサイクルしてきました※2。

また2007年からは、揚げ物を調理するフ

ライヤーを導入して店内でフライドチキンな

どを調理・販売しています。これにともなって

店舗から廃食油が発生しますが、これらは回収

した後、飼料原料・石鹸・塗料などにリサイクル

しています。

2008年度は、こうした食品リサイクルの実

施が1,830店舗まで拡大し、廃食油も含めた

食品リサイクル率は26.9％となりました。今

後も加盟店・お取引先の理解・協力を得ながら、

店舗での食品廃棄物の発生抑制とリサイクル

を推進していきます。

0
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2006

12.8

2007 2008 （年度）

30

（%）

18.1

26.9

レジ袋使用量の削減 セブン-イレブン・ジャパン

お客様にもご協力いただきながらレジ袋の使用抑制に努めています
※1 1店舗当たりのレジ袋使用量

食品廃棄物リサイクルの推進 セブン-イレブン・ジャパン

店舗で発生する食品廃棄物を堆肥や飼料、石鹸にリサイクルしています
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商品の物流段階では、配送車両の走行と、商

品を仕分けする共同配送センターの運営にとも

なって環境負荷が発生します。セブン-イレブン

では配送業務の委託先と協力して「使用年数6

年以内、走行距離50万km以内の車両を使用

する」「事前予防整備点検を毎月実施する」とい

う自主管理基準を作成し、車両のコンディション

面からも環境負荷の低減に努めています。

2001年からは環境負荷低減と車両の安全

運行を目的に、共同配送センターと店舗の間

を運行する車両の全て（2008年度末3,993

台）に車載端末を搭載。配送距離や最高速度、

アイドリング時間、急発進や急加速・減速など

の運転状況を数値化し、その分析結果をドライ

バーへの指導やコース設定の見直しに役立て

ています。

また、排ガスによる環境負荷の低減に有効

な圧縮天然ガス自動車（CNG車）※3の導入を

1999年度から進めており、2008年度末現

在、306台を導入※4しています（2007年度

末比53台増）。

しかしながら、2008年度の物流にともなう

CO2排出量は、出店地区の拡大（富山県・福井

県・島根県）によって走行距離が伸びた結果、微

増となりました。今後は共同配送センターの省

エネ化などの取り組みも強化していきます。

各店舗の営業にともなう環境負荷を抑える

ためには、まず、加盟店との問題意識の共有が

不可欠です。そこで、セブン-イレブンでは加盟

店向けに発行している機関誌で毎回、環境問

題に関する情報を発信しています。また、毎年、

春期と秋期に全国の会場で開催している加盟

店向けの商品展示会の会場に「環境コーナー」

を設けて理解促進に取り組んでいます。

2008年度の商品展示会では、春期は地球

温暖化防止について、秋期はセブン-イレブンの

環境への取り組みとフライヤー導入にともなう

廃食油の適正処理・リサイクルの2点について説

明。廃食油でつくった石鹸を配布して、実際にリ

サイクルできることを示しました。また、2009年

度の春期商品展示会では、個人が日常生活の中

でできる取り組

みと、店舗でで

きる取り組みを

紹介しました。
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物流にともなう環境負荷の低減 セブン-イレブン・ジャパン

車両と配送システムの両面から物流時の環境負荷低減を図っています

加盟店との環境情報の共有 セブン-イレブン・ジャパン

ともに環境負荷低減に取り組むための情報発信に努めています

燃費状況

※3 圧縮天然ガス自動車
（CNG車）

窒素酸化物（NOx）や硫黄酸化物
（SOx）などの有害物質をほとん
ど出さず、CO2排出量も少ない
車両。

※4 ＣＮＧ車の導入台数の推移

物流にともなうCO2排出量と
1店舗当たりのCO2排出量の推移

0
2006

208

2007

253

2008

306

（年度）

300

200

100

（台）

2009年度春期商品展示会の様子

地
域
社
会
と
の
共
生

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

海
外
で
の
取
り
組
み

環
境
負
荷
の
低
減

安
全・安
心
な
商
品・サ
ー
ビ
ス
の
提
供

CSR Report 2009 29



イトーヨーカドーとヨークベニマルでは、店

舗運営にともなう環境負荷の低減のために、

省エネルギー機器の導入や定期的な設備のメ

ンテナンスを実施しています。また、新店では、

再生可能エネルギーの利用のためにソーラー

パネルの設置や省電力で長寿命なLED照明

の導入など新しい試みも始めています※。

店舗における省エネルギー

CO2排出量削減のために、省エネ機器の導入などを進めています

イトーヨーカドー ヨークベニマル

❸ナイトカバー
冷凍多段ケースに夜間の
ケース内の保冷効果を高
めるナイトカバーを設置し
ています（イトーヨーカドー
100店舗、ヨークベニマルは
2001年以降の改装・新店）。

❷照明の削減
冷ケースの棚下の照明をな
くし、ケース上部全体を照ら
す照明を設置。灯数を半減し
ました（イトーヨーカドー52店
舗、ヨークベニマル9店舗）。

❶連続調光設備
売場の照度を自動調整し
て均一に補正する「連続調
光設備」を導入しています
（2000年6月以降にオー
プンした全店舗）。

❹雨水の利用
アリオ西新井・武蔵小金井店では、雨水を貯めてトイ
レの雑用水として利用しています。

❺氷蓄熱システム
売場の冷房用の電力使用量
を抑えるために「氷蓄熱シ
ステム」を順次導入していま
す。これは、化石燃料の使用
比率が低い夜間電力を使っ
て作った氷を営業時間の冷房に利用する方式で、従
来の冷房設備に比べてCO2排出量を年間約5%削減
することができます（イトーヨーカドー6店舗、ヨーク
ベニマル4店舗）。

❻ヒートポンプ給湯器
「気体を圧縮すると温度が上がる」という原理を応用
した「ヒートポンプ給湯器」は、空気を圧縮して得られ
る熱エネルギーで温水をつくります。従来の給湯ボ
イラーと比較して、効率が高く、給湯にともなう電力
消費を大きく削減できます。

❶連続調光設備

❹雨水の利用

❺氷蓄熱システム

※ イトーヨーカドーの
　  CO2排出量・環境負荷指標
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❽高効率な照明器具
照明の交換時には、従来製品のセラミックメタル
ハライドランプ70Wと同等な照明設計が可能な
高効率器具50Wランプ（年間電力量：113MWh、
CO2：39トンの削減）を採用。このほか、蛍光灯型
FHT42W-4灯と同等な照明設計が可能な100W
ランプ（年間電力量：116MWh、CO2：40トンの削
減）も採用しています。

❾太陽光発電システム
アリオ鳳・武蔵小金井店で
は、店舗に「ソーラーパネ
ル」を設置し、照明用電力
として利用しています。ア
リオ鳳では、平面駐車場内
に設置し、年間約7,000kWhの発電量で2トンの
CO2排出量削減効果を見込んでいます。さらに武蔵
小金井店では、店舗南側に壁面建材と一体型の太陽
光発電パネルを設置。年間約24MWhの発電で、約
9トンのCO2排出抑制効果を見込んでいます。

10ジェネライト（小型コージェネレー
ションガスエンジン給湯器）
都市ガスを燃料とするガス
エンジンで発電し、その排
熱を給湯に利用する小型
コージェネレーションガス
エンジン給湯器「ジェネライ
ト」を導入しています。都市ガスを使って電気と熱を
つくるため、省エネ・省コストに高い効果があり、CO2
の排出抑制にもつながります。一般的にコージェネ
レーションシステムによるCO2排出量の削減効果は
15%以上と言われています（26店舗）。

❼LED照明

❽高効率な照明器具

❷照明の削減

❸ナイトカバー

❻ヒートポンプ給湯器
❾太陽光発電システム

10ジェネライト（小型コージェネレーションガスエンジン給湯器）

❼LED照明
消費電力が少なく、寿命が長
いLED照明を導入していま
す。イトーヨーカドー武蔵小
金井店では、子ども衣料品売
場のベース照明として採用
し、環境省の「省エネ照明デザインモデル事業」に認定
されました。店内全体で約2,250台のLED照明を導
入し、従来型の照明と比較して年間電力量312MWh、
122トンのCO2排出抑制効果が見込まれます。
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イトーヨーカドーとヨークベニマルでは、加盟

団体である日本チェーンストア協会の「2010

年度末までにレジ袋辞退率30％」という統一

の目標達成に向けて、レジ袋の削減を進めて

います。具体的には「ノー・レジ袋」カードの設置

やエコスタンプカードの導入※１、オリジナルの

エコバッグの販売などを行っています。また、

2007年度より行政、地域の消費者団体、事業

者と協議の上、合意の得られた地域から順次レ

ジ袋の有料化を開始しています※2。これらの取

り組みの結果、2009年7月末現在、レジ袋の

辞退率は、イトーヨーカドーで27.6％、ヨークベ

ニマルで61.8％となっています。

また、惣菜・お弁当・生鮮食品などに使用す

る食品容器包装についても、使用量を削減す

るために素材の薄肉化や商品のばら売り・量

り売りを推進。さらにイトーヨーカドーでは、

2009年2月からプラスチック製容器に比べ

て廃棄燃焼時のCO2排出量を約70％削減で

きると言われている環境負荷の低い紙製の袋

を、惣菜ばら売り商品用に導入しました。ヨー

クベニマルでも、店頭でお客様から回収した

トレイをリサイクルした「再生トレイ」の利用を

進めており、生鮮部門で使用するトレイの約

48％となっています。

2007年12月に改正された「食品リサイク

ル法※３」で、食品小売業は「2012年までに食

品リサイクル率を45％にする」という目標が定

められました。イトーヨーカドーとヨークベニマ

ルでは、この目標値の達成に向けて食品廃棄物

の発生抑制とリサイクルに取り組んでいます。

イトーヨーカドーでは、店舗から発生した食

品廃棄物をもとにつくった堆肥で野菜などを

栽培し、それを商品として販売する「リサイクル・

ループ」の構築を進めています。２００７年7月

からは、千葉県内の6店舗から発生した食品廃

棄物を堆肥化し、その肥料を使用して野菜を

栽培し、これを姉崎店・市原店で販売しました。

２００８年８月には、循環型農業のモデルとして

セブンファーム富里を設立しました（→P１８）。

こうした取り組みにより、２００9年２月末現在、

50店舗で肥料化や飼料化などのリサイクル

を進めています。ヨークベニマルでは、食品廃

棄物の約2割を占める鮮魚のアラを養鶏用飼

料に加工し、この飼料で育った鶏の卵を「健養

卵」として販売する取り組みを全店で実施して

います。

その結果、2008年度の食品廃棄物のリサ

イクル率はイトーヨーカドーで26.5%、ヨーク

ベニマルで23.6％となっています。

ヨーク
ベニマル
店舗

生 産 工 場

養鶏用に加工

鮮魚のアラ

収集
・運
搬

委託
運搬

販　
　売

レジ袋を中心とした容器包装の削減 イトーヨーカドー

お客様にご協力いただきながら、容器包装の削減に努めています
※1 イトーヨーカドーでは、レジ

袋有料化未実施店舗におい
て運用しています。

※2 2009年7月末現在、レジ
袋有料化実施店舗数は、
イトーヨーカドー31店舗、
ヨークベニマル111店舗
です。

2012年の目標達成を目指して食品リサイクルを推進しています
※3 食品リサイクル法

食品廃棄物に関わる全ての事業
者が一体となり、食品廃棄物など
の発生抑制・再生利用に取り組む
ことが定められています。

健養卵の仕組み

ヨークベニマル

惣菜ばら売り用持ち帰り紙袋 再生トレイ
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外食事業を営むセブン&アイ・フードシステム

ズでは、店舗の厨房設備や空調に多くのエネル

ギーを使用しています。地球温暖化防止に向け

て店舗でのエネルギー消費にともなうCO2排

出量を削減していくために、省エネ効果の高い

設備・機器の導入に取り組んでいます。

デニーズでは、お客様においしい料理を提供

するために店内での加熱調理を基本としてい

ます。厨房設備でのエネルギー使用量を削減し

ていくために、ガス器具などと比較して消費エ

ネルギーの少ないオール電化を推進。IH調理

器への切り替えやエコキュート※4の導入を進

めています。

2009年7月に開店したデニーズ検見川店

では、エコ実験店としてさまざまな取り組みを

行っています。オール電化の厨房設備に加えて

太陽光発電システムを導入し、発電した電力は

客席や厨房内の照明に利用しています。また店

内全ての照明、看板に、消費電力の少ないLED

照明を採用しています。さらに、雨水を再利用し

て屋根や空調の屋外機に散水することで空調

機の負荷を軽減するほか、節水型のトイレを採

用したことで、トイレの水の使用量を低減させ

ています。また、断熱性の高いペアガラスを使

用して店内の冷暖房効率を向上させています。

味と鮮度を重視して店内調理を基本としてい

るセブン&アイ・フードシステムズでは、店舗で

の下ごしらえの時に調理廃棄物が発生します。

それら調理廃棄物や、お客様の残食などの食品

廃棄物については、その発生を抑えるとともに

堆肥化などの有効利用を推進しています。

デニーズでは、セブン‐イレブンが運用してい

る食品リサイクルの仕組み（→P28）を利用し

て食品廃棄物の適正処理とリサイクル促進を

図っています。2008年度までに、この仕組み

を利用して生ごみの堆肥化を83店舗が実施し

ています。その結果、セブン&アイ・フードシス

テムズの2008年度の食品廃棄物のリサイク

ル率は20.5％となりました。

外食産業は、食品リサイクル法で「2012年

までに食品リサイクル率を40％にする」と定

められています。この目標値以上のリサイクル

率達成に向けて、セブン&アイ・フードシステム

ズでは2012年までにリサイクル実施店を約

330店舗まで拡大するとともに、食材梱包の小

口化を進めて、必要な量の食材を仕入れ、使い

切ることで廃棄ロスの削減に努めていきます。

省エネルギーによるＣＯ２排出量削減 セブン&アイ・フードシステムズ

店舗での省エネルギーに向けた高効率機器を導入しています
※4 エコキュート

大気中から吸収した熱を利用し
てお湯を沸かす電気給湯器。

食品廃棄物削減とリサイクル率向上 セブン&アイ・フードシステムズ

店舗特性に応じた食品リサイクルに取り組んでいます

店舗でのごみ回収

ソーラーパネル 発電量表示パネル

客席のLED照明 雨水ろ過装置

フードサービス事業
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そごう・西武の店舗におけるエネルギー消費

量の約４割を占めるのが照明です。そこで、そ

ごう・西武では省エネ性に優れた照明の導入を

進めています。

西武池袋本店では、2010年に完了予定の

全館改装の一環として、省電力で寿命の長い

LED照明を導入した約70坪の売場を2008

年11月に完成させました。この売場は、LED

照明を使った百貨店売場としては業界最大規

模であり、天井から壁面、ディスプレー、フィッ

ティングルームまで、売場の約9割の光源に

LEDを採用。これによって、売場内での電力消

費にともなうCO2排出量を、従来の照明と比

較して４割以上削減する効果が見込めます。今

後、他の店舗でもLED照明の導入を進めてい

きます。

また西武池袋本店の改装では、照明用だけ

でなく空調用の電力消費も抑制するために、更

新時に空調設備を省エネ性の高いものに切り

替えるほか、外気を利用する冷房システムを導

入しています。さらに、変圧器などの電力関連設

備、冷凍機やボイラーなどの熱源関連設備につ

いても、省エネルギーを目的とした大規模な改

修を行いました。

「ＣＯＯＬ ＢＩＺ」は、環境省が提唱する地球温

暖化対策の一つで、冷房時の室温を２８℃にし

ても快適に過ごせるライフスタイルの提案で

す。２００９年５月、そごう・西武は環境省が主催

したイベント「『ＣＯＯＬ ＢＩＺ』Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ｉｎ 

ＫＡＮＳＡＩ」に日本百貨店協会の一員として参

加。ファッションショーの運営に携わり、２名の

社員がモデルとして登場しました。

また、ライトアップ施設の消灯を呼びかける

「CO2削減/ライトダウンキャンペーン※」に毎

年参加しています。2008年度は、6月21日お

よび7月7日に消灯時間を1、2時間早めまし

た。これにより、全店で合計約2,000kWhの

電力削減効果がありました。

このほかにも、地球温暖化対策の一環として

「打ち水大作戦」を8月に実施。お客様にも楽

しみながら環境活動にご参加いただきました。

設備改装によるCO2排出抑制 そごう・西武

エネルギー効率の高い機器の導入を進めています

※ ライトダウンキャンペーン

地球温暖化問題への認識を広め
ることを目的として、環境省が提
唱し、2003年度から実施してい
るイベント。多くの人が見慣れた
夜間の施設ライトアップをやめる
ことで、電力消費への意識を啓発
しています。

店舗における省エネルギー そごう・西武

日本百貨店協会と連動した環境活動にも取り組んでいます

西武池袋本店のLED照明

環境省主催「COOL BIZ」ファッションショー

打ち水大作戦

重点項目 1

環境負荷の
低減 百貨店事業
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そごう・西武では、環境負荷が低く、かつ快適で

ファッショナブルな「エコスタイル」をお客様に提案し

ています。その一環として2009年4月から5月にか

けて「バイクコンシャス　ライフ」と題したイベントを

企画しました。

これは「ビューティ」「エコロジー」「ヘルシー」を

キーワードに、自転車を生活に採り入れたライフスタ

イルを提案するものです。イベント期間中、自転車に

乗る時のファッションやグッズを売場で提案したほか、

試乗会やマナー教室、トークショーを開催しました。

今回、西武池袋本店では自転車が走行中にCO2を

まったく排出しない乗り物であることから、自転車お

よびその周辺商品の購入やイベントに参加すること

をエコ・アクションと捉えて、お客様にエコ・アクション・

ポイントを発行し、貯まったポイントを使って抽選で

景品が当たる「店内エコ・アクション・ポイント抽選会」

を環境省後援のもと、実施しました。

イベントでは1,000人を超えるお客様にご参加

いただき、抽選会で貯まったエコ・アクション・ポイント

の合計数に応じてCO2削減のための「カーボン・オフ

セット」を実施。途上国

におけるクリーンエネ

ルギー開発事業に投資

されることで、途上国の

経済発展とCO2削減に

貢献しました。

イトーヨーカドーは、2008年度から環境に配慮

した商品やライフスタイルの提案を通じてお客様と

ともに「わたしにできるエコ」の輪を広げていく目的

で、オリジナルキャラクター「リボミー」を設定し、「エ

コリボン」キャンペーンをスタートしました。提案す

る商品の選定にあたっては、社外のアドバイザー３

名からのご意見などを参考にしています。

例えば2009年夏は、過度な冷房がなくても快

適に暮らせる衣料品や寝具などを提案。売場にリボ

ミーの登場するPOPをつけて、環境配慮につなが

る商品であることをお客様に案内しました。また、環

境についてお客様に一緒に考えていただけるよう

に、小冊子も作成・配布しています。

さらに、アリオ鳳・武蔵小金井店には「地球にやさ

しく・人にやさしく」をテーマとした「エコ&ユニバー

サルデザイン」コーナーを開設しています。この

コーナーでは「省エネルギー・リサイクル・再使用・自

然エネルギー」に関するイトーヨーカドーの取り組

みをパネル・映像などで紹介。その一つとして、武蔵

小金井店では、店舗に設置している太陽光発電パネ

ルでの発電量を表示しています。

「エコスタイル」の提案 そごう・西武

“エコ”な暮らしを提案する「バイクコンシャス ライフ」を開催しました

「わたしにできるエコ」の推進 イトーヨーカドー

各店舗で環境に配慮した商品・ライフスタイルを提案しています

タレントの長谷川理恵さんをお
招きした「バイクコンシャス　ラ
イフ」のトークショー

リボミーの登場する
POP

お客様向け小冊子

「エコ&ユニバーサルデザイン」
コーナー

太陽光発電の解説パネル

エコイベント・エコ商品重点項目 1
環境負荷の低減
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